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【スローガン】　　育てよう夢　　伸ばそう個性　　伝統を受け継ぐ慶徳の子

　



★★あすのＦＭきたかたで本校が・・・「スクール最前線」16:30～１６：５８　/７８．２ＭＨｚ
大 銀 杏





喜多方市立慶徳小学校　　学校だより





令和２年１０月２日（金）第3１号





発行責任者　　校長　　石田　秀喜





「失敗は成功のもと」を教える





　以前、ある県の小学校の研究発表会に行きました。そこで、図画工作科の


「大だこ作り」の授業を参観しました。この授業は、たて、横２メートルも


ある大だこを子どもたちが作るというものでした。


　授業が始まると、子どもたちは班ごとにあれこれと話し合い、協力しなが


らノコギリやナタ、小刀を使って大だこ作りに取り組みました。


授業が終わったあと、指導していた先生に、「さっき子どもたちが作ったたこは飛ぶと思いますか？」と聞くと、その先生は、「きっと飛ばないでしょうね。そこで、どうしたら飛ぶかを改めて子どもたち自身に考えさせ、再度作らせます。」と答えました。


　　　　　　　　　　すばらしい答えだと思いました。自分などは、最初からうまくいくよう


にと、いろいろな手立てを用意して授業をしていました。子どもたちは、


先生の言ったとおりやって、大きな失敗も苦労もせず、「成功」を繰り返


していたのかもしれません。この学校は、「失敗は成功のもと」の原理を


子ども自身に理解させ、身に付けさせる授業を進めていたのです。


　できない、わからないところから学習は始まります。やってみてうまくできなかったり、分からなくなったりした時に、もう一度自力で、またはみんなで、あれこれ


考えながら課題を解決するといった「学び」をきちんと子どもたちに保障していかなければと考えています。学習面でも生活面でも、自立した子どもにするために。





　                            「長床」での茶道教室も今年で２回目となりました。秋晴れの中、４，５，６年生の皆さんは、しばし静寂の中、茶道の世界に浸りました。宗偏流の齋藤宗千先生のご指導のもと、


　　　　　　　　　　　　　　　「和敬静寂」の心得や茶道の作法などについて学ぶことができました。子どもたちは、足のしびれに耐えながらも、静寂の中、和菓子とお茶を味わっていました。


　　　　　　　　　　　　　　　　今回の実施に向け、ご理解・ご協力・ご支援をいただきま


した多くの皆様方に、心より御礼申し上げます。民報・民友両新聞社の取材も受けました。





秋晴れの中、茶道教室を「長床」で(9/30)








７月の慶徳御田植祭が新型コロナウィルス感染予防のため中止となりました。


子どもたちによる早乙女踊りや笛の披露の機会を本年度に是非つくってあげたいと検討してきました。その結果、以下の場において、５，６年生による早乙女踊りの奉納や発表をします。子どもたちは、これまで一生懸命に練習をし、素晴らしい出来栄えとなっています。乞うご期待。 


■「抜穂祭」　　　　　　　１０月　３日（土）慶徳稲荷神社　１０:００


■「学習発表会」　　　　　１０月３１日（土）本校体育館　　　９:００


■「喜多方一中文化祭」　　１０月３１日（土）第一中学校体育館　午後                   





「早乙女踊り」の奉納・発表の場をつくります！











